
受 給 表 現 の扱 い 方

子美喜野岡

1・ は じめ に

き ょうは,LEARNJAPANESEぐ011egeText(ヤ ン グ教授 との共著〉

の中で,受 給表現一 物 のや 夢もらいの表現一 を どこで ど う扱 ったか に

ついてお話 ししたい と思 います。元 来・ この教材 はハ ワイ大学 とメ リーラ

ン ド大学極東 部 での 日本語学習者 を対象 として編著 された もので,こ れ ら

の 日本語学習者 の 特 微 は,他 の 目本語学習者 留学 生 とか アジア系学

生な ど一 と異 な り,日 本 へ の文化的関心が強い一方,語 学 力 としては必

ず しも高 度な所 まで行 か ない者がかな りある とい うこ とです。

LEARNJAPANESE-Co11egeTcxtは,目 これ らの点 を考慮 に入れ て作

成 された初級 用教 材 とい うこ とができます。つ ま り,文 型 的 には易 か ら難

へ,表 現 的には必 要最小限か らよ り豊 かなもの(と い う語学 教材 としては

当然 の考慮 をしなが ら,同 時に言語 に現 われ た"文 化 り的 な側 面 を重視

し,そ れ を意識 的 に配列 する 試み をしてみたわけです。 言語 に 現われ た

"文 化"と は何 か とい う厳 密 な定義 づけは今 は避 けます が
,こ こで扱お う

としているのはその うちの待遇表現 であ り,ま た さらにその小部分 をなす

受給表現 とい うことにな ります。 ここで一 言断わ ってお きたい こ とは,待

遇表現 を重視 した とい うことは必ず しも量 的に多 いとい うこ とではあ りま

せん。む しろ,大 学生の使 う目本語 とい う観 点 から少 な くしてあ ります。た

だ外 国入 に対 する 日本語教育文法の立場 か ら待遇表 現 をど う分析 し,ど こ

で教 えるかを一 つの課題 として取 り組 み,仮 説 をたてた とい うこ とです。

さらに,"文 化"的 側面 について言 うと,著 者 として,ま た教師 として
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の願いは,学 習者が 日本語の語学力 を十分身につけることは勿論ですが,

同時にたとえ日本語のことば,表 現は忘れても日本語学習を通 じて理解 し

た日本人のものの考え方,発 想法,人 問関係のとらえ方などは忘れるもの

ではないし,忘 れてほしくないという発想にたって,語 学学習の中の"文

化"的 な面 を強調 しよ うとしたわけです。 初級 日本語 というと・とかく

実用的なski11と しての面のみが強調される きらいが ありますが,ご く

初歩の日本語教育にも文化の学習は見過ごせません。 あとで見るように・

LEARNJAPANESEで は異例 とも言えるほど早く受給表現 を取 り入れ

ましたが・その三つの理由の第一は構文的に見て特定の助詞一だれになに

をあげる,だ れからもらうのように一との結びつきが強く,文 型としてか

なP基 礎的なものであると判断 したこと,第 二には人問相互の問の物の授

受 自体が非常に日常的かつ基本的な行為であ り・会話的にも必要度が高い

こと,第 三には,だ れがだれに与えるかによって,あ げる,や る,く れる

などが使い分 けられ るという言語的事実から,日 本人の"文 化・"上下意

識,う ちそ との意識に触れることになり,複 雑な日本語の待遇表現の一端

をこのレペルで紹介する意義があると考えたことです。

以上で,LEARNJAPANESE-CollegeTextで 受給表現を早 く取 り上

げるに至った考え方の筋道 を理解 して頂けたことと思います。

次に,こ の教材の中での受給表現の接い方に触れる前に,初 級用教材を

受給表現について対照させ,参 考に供 したいと思います。

IL初 級 用教材にお ける受給表現の扱 い

ここでは,十 一教材 を取 り上 げ,元 来 どうい う学 習者 を対 象に作 られた

教材かによって分類 してみ ました。

A・ アメ リカ人大学 生用教材:LEARNJAPANESE-CollegeText,

BASICJAPANESE£oてCollegcStudents,ESSENTIALJAPA-

NESE,BEGINNINGJAPANESE

B.留 学 生(主 にア メ リカ人)を 対象 とした教材=MODERNJAPA一
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NESE£orUniveτs玉tyStudαats

C・ 留 学生(主 にア ジア系)を 対象 とした教材3NIHONGONOHA-

NASHIKATA,日 本 語教科書初級

D・ 在 日外 国人 を対象 とした教材=BASICJAPANESECOURSE

E独 習 用教材=coLLoQuIALJAPANEsEINFouRwEEKs

F・ 独 習用 テ ープ教材:テ ック基礎 日本語,INTENSIVECOURSE

INJAPANESE

これ らの教材 での受給表現 の接い方一 どこでど う接 ったか など一 を

次 に表 に してみま した。

教擁
項 目

….」

(o

LEARNJAPANESE

-CollegeText一

(Young&N血j㎞a)

全60課

受 給 表現 を と

りあげている諜

i2課

やる/あ げる

くれる

もらう

以下説明のみ12…

課,練 習は16課

さ しあげる

くださる

いただく

16課

ください

恩 恵 表現 を と

りあげている課

16課

て くだ さい

124課

ないでください

39課

てやる/て あげ・

る/て さしあげ1

る

てくれる/て 墾

だ さ る

て も ら う/て い1

、た だ く

備 考

待遇表現として,

また文型とし七

重視 し,説 明 と

受給関係の図示

がなされている。

(92か ら98ぺr

ジ参照)
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教 材 名
項 目

臣)

BAS互CJAPANESE

㎞Conq;eStuden岱

(Niwa&Matsuda)

全24課

(3)

MODERNJAPA-

NESEfbfUniv砿s正 ワ

Smdcn熔,Pa姓1

σCU)

全40課

受給表現 をとり

あ げて い る課,

5課

ください

16課

やる/あ げる

くれる/く ださ

る

もらう/い ただ

く

恩恵表現をと町

あげ てい る課…

15誤

て ください

16課.

てやる/て あげ

る

1て くれる/て く

1だ さる

1て もらう/て い庚

だ く

1

16課

くだ さい/ち ょ1

うだ い

16課

て ください

ないでください

てくださいませ

んか

てくれ

24課

やる/あ げる

くれる/く ださ1

る

もらう/い ただi

くi2職

iて やる
iて あ げ る
l

iて も ら う
1

備 考

待 遇 表 現 と して文 型

と して重 視 し,説 明

と図 示 が な され て い

るo

例,

"A"givostome
,

"B"

＼kuda躍 ・A
＼
B

1"B"givetO"A,'

A

ノ

/agem

B→ 一

文型として待遇表現1

として重視 し,説 明…

と図示がなされ てい

る。

例.

(Superiorl

kudasar堰ageruQ
一 ・

＼/
(mアse匠)○

/＼
OkUreτuyaru

(lnfer童or〉
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「目 項 目
教 材 名

(4)

ESSENTIALJAPA・

NESE

(M紅tin)

全10課

受給表現 をとり ・恩恵表現をとり

あ げて いる課 あ げて い る課

9課

やる/あ げる/

さしあげる

くれる/く ださ

1る1

7課

て ください

9課

てやる/て あげ

る

てくれる/て く

1ださる

1も ら う/い ただ1て もらう

く/ち ょうだいi

Iす るI
F

l
III

E

(5)

BASICJAPANESE

COURSE

(長 沼)

全50課

「III
I

目

し

I
II
I
I

一

ワ 課

くだ さ い(会 話

i表 現 扱 い)

i13課

い た だ く('ヂ)i

23課

あ げ る('ノ)1

踊 課

もらう(単語 扱 レ、)

31課

や る(〃)

l
i40課
ド

「くれる/く ださ

降
1(文型扱い)

1

5課

て ください

33課

てもらう

40課

てやる/て あげ

る

てくれる/て く

ださる

備 考

響講 乗鶉
1されている。1

塁/l

l73i
1

yaru/agerq

2一 圏一 一3

1/
1kureru/kuda。

saru

40課 に受給関係 の

説明と図がある。

Superior

kodasaruitadaku

傷傭
o

レ/鷲
hrerumo「au

hieτ}OY

40課 までは,受 給動

詞は単語扱いされて

iい る。目
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唄 目
教 材 名

受給表現をとり

あ げて い る課

恩恵表現をとり

あげ て い る課
備 考

㊧) 13課 受給関係が文型的に提

日本語教科書初級 やる(単語扱い) 示 され て い る。

(早大語研) 14課 14課

全40課 あげる て ください

くれる ないで ください

もらう て くださいませ目

19課 んか

ください

いただく

20課

てあげる

てくれる

てもらう

39課

てさしあげる

てくださる

ていただく

(7)目

BEGINNING

J△P細NESE

(」αdca)

全35課

4課

ください

17課

やる/あ げる

くれる/く ださ

る

もらう/い ただ

く

4課 恩恵表現を説明するた

てください めに,受 給表現が とり

7課 あげられている。受給1

ないでくださいi表 現の ドリルはまった1

17課 くなレ、。

てやる/て あげ

る

てくれる/て く

ださる

てもらう
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1項 目

隊 材名5
受 給 表 現 を

とりあげている課

ド

1(2
。LL。騨L驚/あ 、デる

JAPANESE

繕inFou1Wεeks

(小 川 ・佐 藤)

全28諜

恩 恵 表 現 劉
と蜘 デてい翻 備

L

考

淫輪 州驚 噸

(9)3課

テ,ック基礎 目本語 …あげる(単語扱い)

1目&五

全20課

,i3課

くだ さい.

19課

あ げ る

くれ る

てくれる

てもらう

てください

5課

て くだ さ.い

8課

て くれ る

19課

てあげる

て くれ る

l

l目

1

遡f.登 と≦塾 多の…

使い分けの説明だ

けがなされている。
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1紘・・塾議越墨篇義醸
備 考

ヒ

1
㎜

NihongQロ0

障anashikata

i(国 際学友会日本

1語 学校)
1i全60

課111i

し

l

i!iii

i

113課

1く だ さい

l

l

i

l58課

1や る/あ げる
I
lく れ る/く だ さ る

1も らうl

li

ti

i3・課

て ください

ないで ください

てくださいません

か

1説 明はなく,例 文

1のみ与えら漁 ・
iる 。

i
l

II59諜

てやる/て あげる!

て くれる/て くだI
iさ

る1 　

て も ら う!

l
i

陣i1D課
IINTENSIVE!く だ さV、

! COURSE晒l

lJAP姻ESEと
1-Elementa■y

lCou鯉 一.

1ドPart1&2「・37課

li

i

〔対畑 本融 旬 やる/あげる

階 摯 。課1く れる/くださる

ll膨/　 く

I

ll
l

i!lr
ll

　

ll
ll

辰 醗 して髄 表,
　

i現 と して 重 視 し7

i警ださ,、 灘 轡 が…
1てくださいません
か

ないでください

41諜

てあげる

てくれる

てもらう
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上記 の表 をま とめます と,大 別 して次 の傾向が見 られ ます。

A・ 受給関係 を説 明 と図で比較的詳 細に提示 し,文 型 として も重現l

LEARNJAPANESE-ConegeTex亡,BASICJAPANESEfQエCo1-

legoStuden亡s,MODERNJAPANESEfQrUnive=sitマS亡udents

B・ 受 給 関係 を説明 と図で比較的詳細 に提示 ,文 型 としての扱いは軽 い=

ESSENT工ALJAPANESE,BASICJAPANESECOURSE

C.恩 恵 表現(行 為のや りも らい)の 方 を重視 し,受 給表 現(物 のや りも

らい)と しては軽 く扱い,恩 恵 表現 の前お き程度 に触 れ ている:

BEGINNINGJAPANESE

D・ 受 給 閲係 を比較的詳細 に説明 し,文 型 としても重視 しているが,図

はない=INTENSIVECOURSEINJAPANESE

E・ ほ とん ど文例の提示 のみ=日 本 話教科書初級,NIHONGONO

HANASHIKATA,coLLoQuIALJAPANEsEINFouR

WEEKS

F・ そ の他(部 分的扱 い):テ ック基礎 日本 語

以上 の傾 向 をま とめ ると,一,二 の例 を除 いて,ア メ リカ人 を対 象 とした

教材の特徴が はっき り出 てくる ことが わか 勢ます.つ ま リアメ リカ人向け

教材 では構 文的に も待遇関係上でも具体的 に,や る,'あ げ る,く れるな ど

の使い分 けを説明 し,図 示 しているこ とです。 これ は一 つには,詳 しい説

明 を要 す るほ ど学習者 の 母国語 と 日本語 の 文化的背景 がちが うとい うこ

と,ほ か には アメ リカでの語学教授法一Drmを 教 室で行 な う前 に学生 は

教材 の説明 を自分で読む ことによって文型,表 現 について基礎的 な理解 を

得 てお き教室 でのOralDエinに 備 え るとい うや り方一 に基 づいている こ

とと・対象が アメ リカ人 に限牢 される と・比較語学,比 較文化 が しやす く

な り,説 明のポイ ン トもとらえやす くなるとい うことだ と考 え られ ます.

2・ どこで扱 っているか目

表 に,そ れぞれ の教材が どの諜で受 給表現 を扱 ったか を 示 しま したが,
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いくつか の傾向に まとめると次のよ うにな ります。

A.か な り初期(初 めか ら5分 の1あ た り)=LEARNJAPANESE

B.ほ ぽ3分 の1あ た り:日 本語教科書初級

C,ほ ぼ2分 の1あ た り:MODERNJAPANESEforUniversity

Students,BEG王NNINGJAPANESE

D.ほ ぽ3分 の2あ た り=BASICJAPANESEforCollegeStude飢s,

CoLLoQuIALJAPANEsE工NFouRwEEKs,INTENslvE

COURSEINJAPANESE

E・ ほ とん ど終わ り近 く=ESSENTIALJAPANESE,BASIC

JAPANESECOURSE,テ ック基礎 日本語,NIHONGONOHA-

NASHIKATA

LEARNJAPANESEで は,他 の教材 と比べ てきわだって早v・時期 に

受給表現 を取 り上 げている ことが わか ります。 この理 由は さきに1で 説

明した逓 りです。

3,何 を扱 ってい るか

い くつかあ る受給動 詞の うち,初 級教材 とな ると,や は り限られ た もの

しか取 り上げ られていませんが,そ れでも教材 によ って相 当の出入 りがあ

ります.以 下,LEARNJAPANESEで 振 われた受 給動 詞 を一応 の 目安

として,他 の教材 での出入 りを列挙 してみ ます。

LEARNJAPANESEで 扱 った受給動詞=や る,あ げる,さ しあげる,

くれ る,く ださる,も ら う,い た だ く

A,こ の うちシさ しあげるがない もの:BASICJAPANESEfo■Co1一

芝egeStudents,BASICJAPANESECOURSE,MODERN∫APA-

NESE .forUniv巳 エsityStudents,BEGINNINGJAPANESE,

INTENSIVECOURSEIN∫APANESE

B.ち ょ うだいす るが加 わったもの:EssENT正ALJAPANEsE

C・ くださる,さ しあげるがないもの:日 本語教科 書初級

Dく だ さる,い ただ く,さ しあげるが ない もの=COLLOQUIAL
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JAPANESEINFOURWEEKS

E・ や る,さ しあげる・ くださる,も ら う・いただ くがない もの=テ ッ

ク基礎 日本語.

教 材 の中には,敬 語的色彩の濃 い もの を意識的 に除いた ものや,シ リー

ズ として末完 と思われ るもの などあって,同 列 に比較 をす ることはで きな

いので,こ こでは教材 によって扱 われてい るものが上記 のよ うに異 なるこ

との指摘 に とどめたい と思 います。(ま た,筆 者の調べ が足 りず記載 もれ

その他 がある揚合 はご容赦 願 いたい と思い ます。)

4・ 恩.恵表現 との関係は ～

表 の中に恩.恵表現 を入れた理由は・教材 によって受給表現 と恩恵表現 を

特 に区別 していないものや,思 恵表 現 を主 に,受 給表現 は従 に して少 し触

れている程度 のもの,受 給表現 も,恩恵表現 と同格 の扱 いを しているものな

ど・取9上 げ方に種 々あることを示 したか ったか らです。

受 給表現 と恩恵表現 をそれ ぞれ どのあた りで扱 ってい るか を表 に見 てみ

ましょう。

A,受 給表現 と恩恵表現 を27課 も離 している もの:LEARN∫APA-

NESE

B,同 じ課 に受給 ・恩恵表現 を扱 っている もの=BASICJAPANESE

fo=CoUegeStudents,ESSENTIALJAPANESE,BASICJAPA-

NEsEcouRsE,BEGINNINGJAPANEsE,coLLoQuIAL

JAPANESE,テ ック基礎 日本語

C受 給表現 か ら一課遅 らせて罵恵表現 を入れ てい るもの:MODERN

∫APANESEβoτUniversityStudents,NIHONGONO

HANASHIKATA

D.4課 ～6課 遅 ら せ て 恩 恵 表 現 を 扱 ってい るもの:INTENSIVE

COURSEINJAPANESE,日 本 語 教科書初級

上 に見 る通 り,.LEARNJAPANESEは ここでもユ ニークな取 り扱 い
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をしていることがわかりますD概 して,他 の教材では,受 給表現を初級の

中でもかなり高度な恩恵表現 とほとんど同時に扱おうとしたがために,受

結表現が必要以上に遅 く取 り上げられている傾向があるようです、1で 述

べた三つの理由によってLEARNJAPANESEで は受給表現 を早く教え

ることにしたわけですが,一 方,恩 恵表現は構文的にも(あげる,や るなど

の補助動詞的旋い方〉,意味的にも格段に理解 と使用がむずか しいので,同

時には扱えません。従 って,結果的には27課 分も離れて教えることになっ

たのですが,こ れほど離す方がよいかとい うのは別の問題 として残 りまし

ょう。

∬1。LEARNJAPANESEに お ける受給表現 の扱 い

1・ 構文的扱 い

受給表現 を構文的 に見 る と,常 に``だ れ埜 だれ些何壼 や る"と か,"だ

れ がだれか ら(に1何 をも らう"と い うよ うに,受 給 を表わす動詞 は,他 動

詞の中でも格助詞 を多 くとるこ とが特徴 的です、

や る,あ げる,く れ るを例 に とれ ば,

G　 {灘 欺ip㎞t+餅 伽+・+!撒

の ように・連用修飾 が多 く・従 って文 耕長 いための言いに くさは あ ります。

が,英 語のdirectoblect,三ndirectQblectを とる文 にわ9あ いす んな り

と一致するので構 文上は英語 国民に とって理解 しやす いと言 えます。 この

ように,受 給表現は長い文 にな るこ とを除 けば構文的 に決 してむずか しく

はないのですが,や は り,待 遇上 の問題一一上下 の人 間関係,う ち1そ との

概 念 といった"文 化"的 理解 が問題 として残 ることにな ります。

2・ 待遇上の扱い

ご存知のように,受 給表現の使われ方の実懇は非常に複雑で・網羅的に

あらゆるケースを図示 し,解 説することは教育文法の立揚から見ても適当

とは思われませんし,実際不可能でもあ ります・他の教材を調べてみても・
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教 材 に よ っ て そ れ ぞ れ 切 り捨 て や 単 純 化 を行 な っ て い ま す 。

LEARNJAPANEsEで 受 給 表 現 の 待 遇 上 の 規 範 を ど う た て て,ど う

接 っ た か に つ い て,順 次,説 明(英 文)と 図 を 引 用 し な が ら,補 足 的 解 説 を

加 え て い き た い と 思 い ま す 。

TheJap呂nesearξrathersεnsitiveintheuseofwordsexpressing

``giv呈ng
,7ンor"receivlng."Di疵 エentwQrdsshouldbeusedaccQrdingto

"who -gives-whom"and"Who-gets-from-who皿 ."丁 難edifferencesin

theseusages目c・me丘 ・mdi5erencesins・cia1status・rage,・rthe

degree・frespect。rp・1itenessthatexistsbetween・nepeてs・nwh・

givesandtheotherwhoreceives。

こ こ で は,社 会 的 地 位,年 令,尊 敬 ま た は 丁 寧 さ の 程 度 の 相 異 を 受 給 表 現

の 隻 い 分 け に 関 わ る も の と し て 挙 げ て あ ◎ま す 。 も ち ろ ん こ の ぽ か 利 害 関

係 の 有 無 の 本 う な 心 理 的 要 因 も あ っ て 更 に 複 雑 な 様 相 を お び て い る わ け で

す が,た と え ば 社 会 的 地 位 だ け を例 に と っ て も,日 本 人 と ア メ リ カ 人 と で は

大 い に 受 け と め 方 を 異 に し て お り,こ の 学 習 だ け で も 大 変 な こ と と言 え ま

し ょ う。 従 っ て,こ の 段 階 で か な り の 切 り捨 て を 行 な った の も 当 然 と言 え ば

言 え る と 思 い ま す 。 た だ,こ の 説 明 の 中 で 図 に 使 わ れ て い る"ln-group"

DiagだamIA

ノヤ

。E③ ①s匪akef

イ③

③

α

α

3

■
I

I
=

9

α

α1
-3

二③

③
1レ

劃

③
り

営

③ヌ

9

③ ホ

②11s[ener(second

鉾 鴬on)

③thirdpこrSQn

/givingt・sup肛 玉・r

→ 呂Mngtocqua1

＼Mgivingtoin良rior

一一一一speaker》sエda仁i・nship

③Oingr。up

ヲ

(注=図 の イ,・,ハ_の 関 係 をあ ら才)す例 文 は99一!00ぺ 一 ジ に あ げ て あ る・)
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に か か わ る``う ち ・そ と"の 考 え 方 に つ い て 触 れ な か っ た の は,片 手 落 ち

で あ っ た と思 い ま す 。

次 に,具 体 的 に,あ げ る,や る ・ くれ る,く だ さ る の 使 い 分 け の 説 明 と

図 を見 て み ま す ウ

49β 艀訂瑞,μ ガ艀4躍,ゑ 躍武8耀4躍 ンal工mean."give・"Thereare・ 蓋Qwever,

de訂distinct}onsi血theirusage・

ノセ8艀 β5μand _ア4ガ〃4∫寡;

1、Whensomethingisgiven亡oath三rdparty(SeeDiagramsIA

&1B.)1

魂 吻 幽isusedwhenthespeaker・f

someo∬eothertbant丘espeakeτgives

亡oat痘 圭rd茎 》ersonunlesstherecipjentis

amembξrofthegiver's"in-group"

〔pe1s・ Ωsheiscloselyass・ciatedwith,

suchasfamily,peergroup,e亡c・)or

some・newh・isde飾telyinf6fiofin

age,socialstatUS,etc・

σ篇 卿 艀4詔

一γ=ヲ47伽 σ瑠

ゑ=㎞ β脚 昭

后=肋 諏躍ま耀ロ鋸

∫=郷 茄噌θ加4鋸

In-grOUPは い わゆる身内 とか,よ そ に対す る うちにあた り,教 材 によ

ってはIn-9foupと か 身内 とい うかわ りに家族 に限 っている ものがあ りま

す。この教材で も,説 明 ではIn-groupと い うこ とぱを使 っていますが,

dri11で は家族 に限定 して 使 っています。In-groupが 絶 対的 な 枠 で はな

く・相対的 なもので あ り・話者 自身 と聞 き手の所 属な どに よって どの よ う

にも広 がった りせば まった りす るものだ とい うことは,一 応解 説 してお く

必 要が あ りますが,練 習 は家族 に限 る方が この レベル では よいか と思われ

ます。

1A図 は話 し手 が主語 の場合 と,話 し手 のIn-grOUPに 属 する者 を主語 と

して話す場合 の待遇関係一 あげるを使 うかや るを健 うか一 を表 わ した もの
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で す 。

図 に 見 る 通 り,友 人,同 級 生 の よ う な 同 等 の 者(Equa1)に あ げ る を 使 う

と規 定 し て い ま す 。 日本 語 教 材 の 中 で は,わ ず か にEssENTIALJAPA-

NESEとMHONGONOHANASHlkATAだ け が 同 等 の 揚 合 に や

る を 使 う と し て お り,値 の 教 材 は す べ て あ げ る に な っ て い ま す 。 外 国 人 の

使 う 日本 語 と い う前 提 の 下 に 無 難 な あ げ る を 選 び ・ や る を と ら な か っ た わ

け で す が,こ うい う所 に も,国 語 教 育 と異 な る 日本 語 教 育 の 特 色 が 出 て い

ま す 。

1B,Evenwhentheエecipientisinfeエ 呈ortot鉦cgive!inageンsQcia互

s士atロs,etc.,if五e(thelredpjenむ)1samemb引roftheIisteneエ's"in-

gr。up"andtheliste且 早risn。tin5eri・rt・thespeakeち 卿 耀幽isused・

Diagram1B

1一

α

②

⑤ 一

慰装
!

.

.

、

,σ

、

3

、 α
¥¥�
b�
A、 チ

3カ

1B図 は,話 し手が聞き手のIn-grOUPに 属 す る第三者 に与 え る場合 と,

話 し手のIn-gmUPに 属 さない第三者間で授受が行 なわれ る場合 を示 して

い ます。前者 では,聞 き手 に対 する敬 意か ら,inβer重orに 与 え るの でもや る

の使用 を避 けてあげるを使 うことを特に明 らか にしてい ます.こ の聞 き手

に対す る敬意は待遇上重 要な意味 をもづていて,他 の待遇表現 にも大 いに

かかわ りを持 つものです。 この点 は後 出め2図 に もは っき り表わ され てい
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ま す 。

1A図,1B図 で あ げ る の 使 用 範 囲 と や る の 焚 用 範 囲 を 規 定 し ま し た が,

鍾 の 範 囲 を ま と め て,次pよ う に 書 い て あ り・ま す 。

y4プ 伽4躍isuscdon王ywhentherec至pientisamemberof亡he

9三ver}s"in-group"a皿disyoungerthant溢egiveτ,QrisdeHnitely

infeτ三〇dqage,socialstatUS,ctc,

次 に,聞 き 手 に 与 え る 揚 合 の 受 給 動 詞 の 選 択 を ど う し た か 見 て み ま す 。

2・Whens・me面ngisgivent・theHstener(Se。D王agram2)・

A亡thiss亡age,avoidusing 。翅 疫卿 躍whenyouarctalkingabou亡

givingsometh五ngtoyQurlisten¢r,cvenwhentぬefecip三entlsy・un-

geΣoエiufeエioriasocia王statusorisamemberofyoロr"in-9てoup."

W五entheredpient-1istenerisapcrsQnoutsideofyour"三n-g!ouP"

t・whQmyQuwa皿tt。sh。wd。f駅nceンy。ush・ulduse∫4卿 郷 伽 泓

こ こ で,a亡thisst貧ge(=こ の 段 階 で は)と 断 わ っ て,や る を避 け た 方

が よ い と し た の は,話 し手 が 男 の 場 合,特 に タ や レ で はや る を 使 う の が 一

般 的 で あ ろ う と思 わ れ ま す が,文 体(speechsty!e〉 が ま だ 「で す ・ ま す 」

だ け の 段 階 で は,「(あ な た に)こ れ を やPま す 」 よ り 「(あ な た に)こ れ を

あ げ ま す 」 の 方 が ふ さ わ し い と い う判 断 に た つ か ら で す 。 従 っ て,も っ と

Dla暮ram2

2ソ
5

ー

ノレ

α

② ・

α

ヨ2

2タ
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上 の 段 階 に 来 て,「 き み に こ れ を や る よ 」 と い う 形 が あ っ て も こ こ で の 規

範 に 反 す る わ け で は あ りま せ ん 。

さ て,与 え る と い う意 味 で,使 い 方 が や る,あ げ る よ りは っ き り し て い

る 動 詞 に く れ る,く だ さ る が あ り ま す 。3図 と以 下 の 説 明 は,そ の く れ る,

く だ さ る を扱 っ て い ま す 。

K糊 灘'and鰯4競 艀4躍 肛eusedwhens・methingisgivent・the

speakerQrtoamemberofhis"ね 一group,'}働 潔液鋸μisuscdwhen

thegiverisegualorin5eriorinsocialstand孟ng,age,etc,,餓dalso

勧 解耀45"isusedcvenwhピnthegiverisoldeエorsuperior ,ifthc

give∫isamemberofthespeakeて's"in-group"andthelisteneris

not・Ifthegiverissomeoneoutsideofthe"in-group"andoldef

than・rsuper三 ・rt・theτecipieΩt至ns・cialstanding,etc,,勧 砺 励4躍

iSused.

Diagram3

ム
③

② 一 一

ウ
/
③

κ

ん

ツ③

③ネ

た

た

え

③

1

ヰ③

、③ ノ尭5

!
!

ノ ヂ

!!た ぎ
'

③ ③

ワフ③一
,

一

尭

ナ

この図は,話 し手 のIngoupに 属 す る者,た とえば父親 とか兄弟 に与

え られる場合 の関係が示 され ていな い点 で十分 とは言 えず,最 も修正 を要

す否所 だ と思 います。説明文 は一応,話 し手が受 ける場合 と話 し手 のIn-

gτOUPに 属 する者 が受 ける場合につい て,く れ るない しは くだ さるが使 わ
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れ るこ とを規定 してい ます。

以上,四 つ の図 と説明 とで,や る,あ げ る,さ しあげ る,く れ る,く だ

さる(も ら う,い ただ くにつ いては 旋い分 けが はるか に簡単 であるため 省

略,教 材 の中でも軽 く振 われてい る)が どの ように 扱われたか を紹介 しま

した.聞 き手 が主語 である揚合 などにはまった く触れ てあ ジませ 砺 これ

は,聞 き手 が主語 である場合 は話 し手 が主語 である揚合 よ り敬語的 に複雑

な面が加 わ ってきて,使 い分 けが一段 とめん ど うになるこ ともあって省 か

れ ました。初級 の段 階では多かれ少 なかれ・制 限な しに全 てを学習 する こ

とはな く,つ ね に一 部分 を切 り取 ってそれ を教 えるわけですが,受 給表現

の限定的扱 いもその一つの例 と言 えま し ょう。

IV.お わ りに

以上 で,LEARNJAPANESE-CollegeTextに お いて,受 給表現 を ど

のよ うに扱 うか を決 めるに至 った考 え方 と,そ れ を実際の試み として扱 っ

たや り方 などについてお話 ししま した。最後 に もう一度その特色 を挙 げま

す と,

L非 常に早 い段階 で受給表現 を取 り上 げたこ と,

2、 早 く取 り上 げるにつ いては,構 文上,ま た表現上 の考慮 と同 時に待

遇表現全般へ のオ リエ ンテ ーシ ョンと してそ の必 要 を認 めた こと・

3.待 遇表現 を大 きくSpeechLeve1とSpeechSty!eに 分 け,待 遇表

現 全体の扱 いに独 自の姿勢 を持 ったこ と,受 給表現 はその一環 である

ことン

4,受 給表現 を主 に話 し手 中心 に取 り上 げたこ と,

の 四つ の点 にな ります。 これ らの試 みは,か な りユニークであ り,は っき

勢した志向の もとに行 なわれた点に特 色があ るわけですが,一 方,改 訂 の

余 地も多 く残 されています。た とえぱ,主 に話 し手中心 の受給 関係 に重 点

を置いたため,受 給表現全体 か ら見れ ぱ 部分的取 り扱 いに なっ・ている こ

と。 あの レベルでは それで よい として も,教 材全般 に渉 って考 慮すれ ぱ,

残 された部分 も別 の レペル で正 当に拾われ なければな らなか った と思われ
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ます。 また,教 育 文法 の立揚か ら図解 を試み ましたが,未 熟な扱いが問題

として残 ります。教材 として考えた揚合・説明が詳 しく多ければ よい とい

うものではあ りません。 この点で教師用マニ ュアル としては ともかく学生

用 としては再整理 の必 要 を感 じてい るしだい です。

以上,LEARNJAPANESE-CollegeTextで の 受給表現 の扱 いを,勉

の教栃 をも参考 にしなび ら明 らかにしてみ ました。

[参 考]

L図1か ら3ま でに挙 げ られた受給 関係 の具体 例(使 用語彙 は,こ の レベ

ルの範囲内に限 ったo)

O話 し手 また は話 し手 のIn-gmupを 主 語 とす る場 合=

イ

ロ

ハ

ニ

ホ

ヘ

わた くしは友 だちに本 をあげま した。

わた くしは先生 に本 をあげま した。

父 は山本 さんに本 をあげました。

かないは山本 さんに本 をあげ ました。

かない は友 だちに本 をあげま した。

わた くしは(あ なたの)お 子 さんに本 をあげ ま した。

O第 三者問 の授受 の場合1

ト.一 郎 くんは石井 先生 に本 をあげ ました。

チ・ あの子 どもは一 郎 くんに本 をあげ ました。

Oや るが使 える場合:

リ・ わた くしは妹 に本 をや りました。

ヌ・ 主人はめいに本 をや りました。

ル、 わた くしは とな りの うちの子 に本 をや りました。

ヲ・ 主入は この子 どもに本 をや りました。

ワ・ 石 井先 生は一 郎 くんに本 をや りま した。

カ・ 田中 さんは子 どもたち に本 をや りました。

O聞 き手に与 える揚合=
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ヨ,み の るさん,あ なたに本 をあげ ましょ う。

タ・ かず子 ちゃん,あ なた に本 をあげま しょう。

レ,よ しお,(あ な たに)本 をあげ ましょう。

○さ しあげる を使 う場合 ど

ソ・ 石 井先生,先 生に本 をさしあげ ます。

O話 し手 またはそのIn-grOUPに 与 え られ る場合=

ツ・ 友 だ ちがわた くしに本 をくれ ました。

ネ・ かず子 ちゃん たちがわた くしに本 をくれま した。

ナ・ 子 どもがわた くしに本 をく.れました。

ラ・ 田中 さんが弟 に本 をくれ ました。

ム・ 主人がわ た くしに本 をくれ ました。

ウ・ 母 がわた くしに本 を くれ ました。

○ くださるを使 う場 合=

ヰ ・ 石 井先生がわ た くしに本 をくだ さい ました。

ノ・ 石井 先生が子 どもたち に本 をくだ さいま した。

IL次 に受給表現 についてのDrmと テ ス ト問題 ない しは練習問題 を参考

までに載せ ま した。教材 と試験問題 の中 に実際 に入 ってい るものに補 足

したものです.

〈D訟1の 例 〉

1.Pat亡emD∫i!l(Rcpetition)

わ た しの友 だちが映画 の切符 を三枚 くれ ま した。

弟 さん と妹 さんに この絵本 を一冊ずつ あげま しょう。

今晩,弟 たちにや りま しょ う。

2.ExpansionDrill

くれ ま した。 くれま した。

紙 とえんぴ つを………紙 とえんぴ つをくれ ま した、

わた したちに わ た したちに紙 とえんぴつ を くれ ました。

山田さんは 山田さんはわ たしたちに紙 とえんぴつ をくれま
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し た 。

や りま した。 や りま した。

おか しを おかしをや りま した。

子 どもた ちに 子 どもたちにお か しをや りま した。

ぼ くは ぽ くは子 どもたちにおか しをや 塁ま した。

3.Substltu亡iQnDri11

友 だ ちが雑誌 をくれ ま した。

子 ども 子 どもが雑誌 を くれ ま した。

かな い かないが雑誌 を くれ ま した。

兄 兄 が雑 誌 をくれ ま した。

わた くしは母 か らお金 をもらい ま した。

山本 さんのお くさん…わたくしは由本 さんのお くさんか らお金 をも ら

い ました。

父 わた くしは父か らお金 をもらい ま した。

主人 わた くしは主人か らお金 をもらいました。

4MixedDril1

わ た しは山本 さん に切 符 をあげま した。

わた しは母 に わたしは母 に切符 をあげ ました。

兄が弟 に.兄 が弟 に切符 をや りま した。

父がわた しに 父 がわた しに切符 をくれ ました.

山本 さん が父に………山本 さんが父 に切符 をくれ ました。

5.ResponseDτi王1(shQエta且swer)

あ な たは本 をも らいま したか。 はい,も らい ま した。

い くお さんはあなたにおかしをあげ ましたか。……}まい,く れ ま した。

妹 さんはわた くしに切符 をくれ ましたか・・…一はレ㍉ あ げました。

6.Transfofma亡ionDrill

あ な たに これ をあげま しょう。…一・あなたに これ をさしあげ まし ょう。
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先生がえんぴつ をくれ ました。……先生 がえんぴつ を くださいま した。

友だ ちのお とうさんか ら切符……友だちのお と うさんか ら切 符 をいた

をもらい ました。 だき ました。

7.Tf飽sfoエmatiQnDr三11

中村 さん はブ ラウンさんに………ブ ラウンさんは中村 さんか ら本 をも

本 をあげました。 らい ました。

先生 は田中 さんに レコー ド…・・…「田中 さんは先 生か らレコー ドをも ら

をあげましたgい ました。

8,Transform飢 三〇nDriH

ス ミスさんはブ ラウンさんに切符 をあげ ました。

わた し ス ミス さんはわた しに切符 をくれ ました。

子 どもた ち……ス ミス さんは子 どもた ちに切符 をや りました・

くテス ト問題 の例 〉

L最 も適 当な ことばに○をつ けなさい。

田中一 た… ・・一 ・を{lll隙1

わたし儀 』}お一 一

2.与 え ら れ た 語 を 全 部 使 っ て,正 し い 文 を作 ジな 毒 い 。

こ の,だ れ,を,あ げ ま す 》 に目,切 符,か

ず つ,乞 子 ど も た ち,お か し,み っ つ,に,や りま し ょ う

3,"あ げ(ま す)","く れ(ま す)","や り(ま す)","も ら い(ま す)"の

い ず れ か を 優 っ て,文 を完 成 さ せ な さ い 。

犬 に お か し を___ま し ょ う。

妹 さ ん か ら何 を ___._..._.._ま し た か 。

父 は ぼ く に 自動 車 を..._....,__._一___ま し た 。
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4,次 の文中 の_に,助 詞``に"シ"を","か ら",``が"の いずれ

か を入 れて正 しい文 にしな さい。

友 だち_雑 誌_二 冊 くれま した。

お子 さん_絵 本_あ げましょ う。

だれ_あ なた_あ げま したか。

どなた_く つ_も らいましたか。

5.ま ちがいを直 しなさい。

わた しは犬 におか しを くれま した。

父は先生 か ら本 にも らい ました。

映画が切 符の二 枚 をあ げま しょ う。

6・ 次の答 えに合 う質 問 を作 りな さい。

いい え,く れ ませ んで した。

はい,八 枚 あげま した。

山田 さん か らもらいま した。

パ ンをや りま し ょう。

7・.次 の文 の事実 は変 えず に,指 示 に したが って言い直 しなさい。

わた しは父か らお金 をも らいま した。(く れま した を健い な さい。)

8・(受 給表現 をい くつか含む)話 を聞いて質問 に答 えなさい。

(話 は省略)

(質問 は,だ れ がだれ にあげたか,だ れがだれ か らもらったか など)
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